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Yells heard from the stand of Japanese professional baseball games 
― Examples spoken in Osaka dialects―
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Summary The number of professional baseball fans in Japan has greatly increased by the following three reasons: 1) 
Japanese professional baseball teams have recently become quite strong and competitive internationally; 2) uniquely 
Japanese baseball culture has permeated throughout Japan; and 3) each professional baseball team has its own home 
baseball stadium where the players receive enthusiastic support from their fans in the stand. These reasons worked 
synergistically to give rise to vigorous and loud yelling from the stand in every ball game. 
  Local fan’s yelling necessarily refl ects each local dialect. In the present paper, the author attempted to collect and 
survey yelling words spoken in Osaka dialects by spectators in the stand of baseball stadiums in Kansai areas. These 
yells were categorized according to the purpose of yelling, and their words were evaluated to demonstrate how 
effectively those dialectal expressions were utilized.
  Yelling in baseball games plays an important role to enkindle the atmosphere of a baseball game. On the other 
hand, there is also a problem of inappropriateness arising from careless usage of unsuitable expressions in a yell. 
Inappropriate yells should be minimized to keep other fellow-fans’ ball game watching pleasant.
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１．はじめに
プロ野球が今日のように隆盛を続け、国民的スポー
ツとして多くのファンを有するようになったのは、第
二次大戦の終結以降のことである。因みに、わが国に
は、明治時代初期に、野球が持ち込まれている 1)。文
明開化を志す人々によって、欧米の文化を積極的に取
り込む過程で、お雇い外国人 2)により、高等教育機
関に持ち込まれたのが、その初めとなっている。旧制
第一高等学校では、早くから野球に取り組み、他校と
の試合を重ねた。また、同校が横浜の米国居留民チー
ムと試合をしたのが、日本における野球に関する国
際試合の最初とされている 3)。立教や明治学院などの
ミッション・スクールでも、米国人教師により早くか
ら野球が取り入れられた。慶応や早稲田も野球に力を
いれて、その後、両者の間で対抗戦が行われるように
なった 4)。さらに、大正 4年（1915年）、中等学校を
対象とする全国中等学校優勝野球大会が、豊中球場で
始められた 5)。この大会は、現在の甲子園で開かれる
全国高等学校野球選手権大会に繋がっている。このよ
うに、戦前、旧制高等専門学校や旧制中等学校におい
て、盛んになった野球ではあるが、プロ野球の前身と
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しての職業野球 6)は、当時人気のあるスポーツでは
なく、今日のように毎試合、多くの観客を集める状況
とは雲泥の差があった。
また、第二次世界大戦の拡大とともに、学生野球は
試合が禁止され、職業野球団も解散させられた。職業
野球チームに所属した選手の多くは兵役に取られ、学
生野球の花形選手達もまた学徒動員により戦場に送ら
れた。この頃は、野球そのものが世の中から消し去ら
れた時代であった 7)。
1945年わが国は、ポツダム宣言を受託し、無条件
降伏により終戦を迎えた。大都市の多くは既に灰燼に
帰し、それに加えて終戦直前には、広島、長崎に原子
爆弾が投下された。終戦により平和を迎えたとはいえ、
人々の生活は、衣食住ともに困窮極まりない悲惨な時
代であった。このような状況から、復興の第一歩が始
まっている。戦時中抑制されてきた米国など先進国の
大衆文化が、この時期一気に入り込んできた。ジャズ 8)、
カントリー・ウェスタン 9)、ハワイアン音楽 10)、ダ
ンス（とくにジルバやマンボ）などが、若者を中心に
一気に広まった。この時期、野球も解禁されて、手作
りの道具を使用して、各地で草野球が盛んになった。
進駐軍との親善試合も行われるようになり 11)、広っ
ぱや狭い道路でも、子どもたちの間で野球が繰り広げ
られた。
連合軍（進駐軍）は、戦争中に軍国主義に加担した
財閥の解体を行い、地主から農民を解放し（農地解放）、
さらに戦争責任者の追及を進めた。一方、労働組合活
動には理解を示したほか、婦人の参政権を認めるなど、
この時期、民主化の推進を積極的に進めている。この
なかで戦争中禁じられていた野球が、何の遠慮もな
く楽しめるようになり、人々の心に明るい話題を投げ
かけるようになった。具体的には、学生野球や中等学
校野球の復活であり、プロ野球団の再結成が進められ
た。大戦中に、元職業野球選手や学生野球の有名選手
が多数戦死した。しかし、無事に帰還した元選手達が、
次々にプロ野球界に復帰してきた。その中には、赤バッ
トの川上哲治、青バットの大下弘、長尺バットの藤村
富美男選手などがいた。また、「最後の早慶戦 12)」を
経て戦地に赴き、無事帰還した当時の学生たちのなか
からも、別当薫、笠原和夫選手などがプロ入りしてき
た。さらに投手ではヴィクトル・スタルヒン、若林忠
志、別所毅彦選手などが復帰後活躍した。こうした選
手は、戦後における復興期の少年ファンの憧れの的と
なった。彼らの後に、長嶋茂雄、王貞治、張本勲、金
田正一、野村克也、杉浦忠、稲尾和久選手などが続き、
プロ野球は今日の隆盛に繋がっていったといえる。
現在のプロ野球の観客動員数は、年間２千万人 13)
を悠に超えており、人気のあるサッカーなど他のス
ポーツと比較しても、圧倒的に群を抜いた観客動員数
を誇っている。このように戦後発展してきたプロ野球
とともに、野球の大衆化が進んだといえる。熱心なファ
ンの応援とともに、ゲームの成り行きに熱中したファ
ンのなかから、思わず口について出る野次について、
本稿では実態の把握を試みる。
プロ野球の野次は、①ゲームの局面や進行に応じて、
ファンが感じたままを刹那的かつ声高に発する言葉で
あり、文章に記したものではないこと、②野次を発す
る人の責任の所在が不明確であること、③ユーモアに
富んだ観衆を和ます表現もあるが、一般に罵語や他の
語句と結びつけて、怒鳴り上げるものが多い。つまり、
低俗または品位に欠ける言葉が用いられていること、
④球場の立地する地域の方言に依存しており、総合的
に捉えることは困難であることなどから、これまで、
研究や調査の対象になりにくいところがあった。
「野次る」ことについて、広辞苑では、「人の言動を
ひやかし嘲弄して妨げる。また、一方を応援するため
に他方の言動を嘲笑して妨害する」とある。野球の現
場で、どのような野次が発せられているのか、具体例
をもとに分析してみる。
なお、上述のように、野次は、各球団の所在する地
域の方言に左右されるが、本稿では、関西地方の球団
を応援する人たちによる、大阪弁による野次を取り上
げて考察する。ここでの大阪弁とは、大阪に限ってしゃ
べられている方言というよりも、大阪近辺、たとえば
兵庫、奈良、京都などを含む広い地域の人々が、聞い
て容易に理解できる言葉のことである。この野次に用
いられる言葉は、大阪近辺在住の人たちが、普遍的に
日常使用している言葉ではないことも付言しておきた
い。
大阪弁については、牧村史陽 14)を参照した。また、
大阪弁の良さや特徴について、田辺聖子 (1978)、(1993)
や大谷晃一 (1997-a)、(1997-b)そして尾上圭介 (2010）
も参考にした 15)。なお、大阪弁以外の野次について
の調査は、今後の課題としたい。
本稿の構成は、次節で、日本のプロ野球の発展要因
を考察し、こうした要因と野次とのかかわりについて
説明する。3節では、大阪弁による野次の実態を把握
し、併せて、用いられている大阪弁について整理する。
このことから、大阪弁による野次の特徴や、その含む
意味についても考察する。4節では、むすびにかえて
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本稿をまとめる。
２．日本のプロ野球の発展と野次
日本のプロ野球が、今日のように発展した過程は、
必ずしも平坦な道ではなかった。第二次大戦中は、野
球そのものが「敵国において起源とするスポーツ」で
あり、ルールや競技で英語を用いることから、敵国の
言葉を使用禁止するという時期があった。その後、上
述のとおり、野球をすること自体が禁止された。現在
の状況から想うと隔世の感がする。
こうした時代を経て、今日のようにプロ野球が、国
民多数から愛され、親しまれるスポーツになったのは、
いくつかの理由が挙げられる。ここでは主要な 3点に
ついて取り上げる。
①　日本のプロ野球が国際的に見ても力量が上がり、
人々の関心を一層惹きつけた事。
1934年（昭和 9年）ベーブ・ルースなどの大リー
ガーが来日し、日本の職業野球を代表するチームと試
合を行っているが、全く歯が立たないほど、力量に差
があった 16)。唯一評価された出来事は、当時の澤村
栄治投手が好投したことである。また、1949年、オドー
ル監督の率いるサンフランシスコ・シールズ軍が来日
し 17)、親善野球を行った。しかし、3A（トリプル A、
大リーグ系列のマイナー・リーグでも、一番上位にあ
る）所属のチームであっても、当時の日本チームは勝
つ事が出来なかった。
ところが最近では、2012年春季キャンプを終えて
来日した大リーグ２チーム（マリナーズ、アスレチッ
クス）と、巨人・阪神がそれぞれ練習試合を行った
が、互角ともいえる戦いをしている。このことは、既
に日本のプロ野球チームが、大リーグ所属球団に対し
て、対等に戦えるほどの力をつけてきたことを示して
いる。米国大リーグには、これまで野茂英雄投手を先
鞭として、イチロー、松井秀喜、松坂大輔、ダルビッ
シュ有、黒田博樹などの選手が移籍して、それぞれ実
績を上げてきた経緯がある（ただし、元南海で活躍し
た村上雅則投手は、野茂英雄選手より以前に大リーグ
で出場していた）。日本選手が活躍すれば、日本選手
の大リーグ移籍の流れは、今後とも進むものと考えら
れる。
また、ワールド・ベースボール・クラシック (World 
Baseball Classic：WBC)において、2006年、2009年
と日本が連続優勝した。このことも、わが国の野球の
実力を、世界に示した事例といえる。
日本の野球が、今や米国の水準に近づきつつある理
由には、①選手各人が、体力に適った、高い技術を習
得していること、②選手一人ひとりが、持ち場や役割
を的確にこなす全員野球が徹底されていること、③戦
略面において、日本独特の緻密な野球が繰り広げられ
る事などがあげられる。
たとえば、米国の野球と比較すると、米国はパワー
野球が尊ばれ、選手個人の独創的かつ豪快・華麗なプ
レーがファンを惹きつける。しかし、逆に、大味な野
球を見せ付けられる事もある。米国の野球は、チー
ム・プレーを優先させる日本の野球と対極にあるとい
える。
このように、日本のプロ野球が力をつけてきたこと
により、野球ファンを惹きつけた結果、観客動員につ
ながってきたといえる（最近では、「なでしこジャパン」
がワールド・カップ（優勝）やオリンピック（銀メダ
ル）で活躍したことから、女子サッカーの人気が急上
昇している事例がある）。この結果、多くの観衆が集
うことから、相互に気分が盛り上がり、盛んに野次が
発せられるようになってきた。
　　　　
②　野球を愛する人たちが増えて、日本独特の野球文
化が定着しつつある事。
　日本に野球が輸入されて約 150年になる。ベース
ボールを正岡子規や中馬庚が野球と訳したとされてい
る 18)。それ以来、野球用語は、適時日本語に訳され
るか、日本独自の和製英語が用いられるようになった。
また、第二次大戦中、英語に代えて、和製の野球用
語が使用された事もあった 19)。こうした経過を経て、
現在に至ってはいるが、日本独特の用語が、最早、全
く違和感もなく普通に用いられているものがある。
例えば、ナイター (night game)、トンネル (let the 
grounder go through one’s legs)、ポテンヒット (Texas 
leaguer’s hit)、 フ ォ ア ボ ー ル (take a walk)、 ゴ ロ
(grounder)、ランニングホームラン (inside-the-park 
homer’s)、アベックホームラン (back-to-back homer’s)
などが挙げられる（和製野球用語と英語による野球用
語の対比は、表 1を参照されたい）。
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表 1　野球用語の日米比較
注：黒川省三、植田彰 (1998)『こんなに違う日米野球用語小辞典』洋販出版、玉木正之 (1988)『プロ野球の友』新潮文庫
pp.154-165を参照し、作成。
࿴〇ⱥㄒࠉࠉࠉࠉࠉ㸦᪥ᮏㄒ㸧 ⱥㄒ㸦⡿ㄒ㸧ࠉࠉࠉ
࢖ࣥࢥ࣮ࢫࠊ࢔࢘ࢺࢥ࣮ࢫ inside corner, in,  outside corner
࢙࢘ࢫࢺ࣮࣎ࣝ waste pitch, garbage pitch
࣮࢜ࣂ࣮ࢫ࣮ࣟࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦ୖᡭᢞࡆ㸧 overhand pitch
ࢧ࢖ࢻࢫ࣮ࣟࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦ᶓᡭᢞࡆ㸧 sidearm pitch
ࢫࣆ࣮ࢻ࣮࣎ࣝࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦㏿⌫㸧 fastball, fireball
ࢹࢵࢻ࣮࣎ࣝࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦Ṛ⌫㸧 hit by a pitch, hit-by-pitch
ࣀ࣮ࢥࣥ bad control, lack of control
ࣂࢵࢸ࢕ࣥࢢࣆࢵࢳ࣮ࣕ㸦ᡴᧁ⦎⩦⏝ᢞᡭ㸧 batting practice pitcher
ࣇ࢛࢔࣮࣎ࣝࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦ᅄ⌫㸧 take a walk, walk, free pass
࢔࣋ࢵࢡ࣮࣒࣍ࣛࣥࠕ௖ㄒ࡜ⱥㄒࡢྜᡂㄒࠖ back-to-back homers
࢖࣮ࢪ࣮ࣇࣛ࢖ routine fly
࢚ࣥࢱ࢖ࢺࣝࢶ࣮࣮࣋ࢫࣄࢵࢺ ground-rule double
ࢦࣟ grounder, ground ball, roller, hopper
ࣆࢵࢳ࣮ࣕࢦࣟ come backer, grounder to the pitcher
ࢺࢫࣂࢵࢸ࢕ࣥࢢࠊࢢࣜࢵࣉ࢚ࣥࢻ pepper, knob
ࢺࢵࣉࣂࢵࢱ࣮ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦␒ᡴ⪅㸧 leadoff man
ࣀࢵࢡࠊࢩ࣮ࢺࣀࢵࢡ fungo, fielding practice
ࣇ࢓࣮ࢫࢺࣇࣛ࢖ࠉࠉࠉࠉࠉ㸦୍ሠࣇࣛ࢖㸧 fly ball to first
࣏ࢸࣥࣄࢵࢺ Texas leaguer’s hit, blooper
ࣛ࢖ࢺ࣮࢜ࣂ࣮ over the right fielder
ࣛࣥࢽࣥࢢ࣮࣒࣍ࣛࣥ inside the park homer
࢖ࣞࢠ࣮ࣗࣛ bad hop, nasty hop
࢟ࣕࢵࢳ࣮࣎ࣝ catch
ࢡࢵࢩ࣮ࣙࣥ࣎ࣝ carom
ࢩࣥࢢࣝ࢟ࣕࢵࢳࠉࠉࠉࠉࠉ㸦∦ᡭᤕ⌫㸧 one-handed catch
ࢱࢵࢳ࢔࢘ࢺ tagging out
ࢺࣥࢿࣝ let(the grounder)go through one’s legs
ࡉࡼ࡞ࡽࣄࢵࢺ winning hit, game-ending hit
ࣂࢵࢡ࣮࣒࣍ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦ᮏሠ㏦⌫㸧 throw to the plate
࣮࣋ࢫ࢝ࣂ࣮ cover(ing) a base
ࢱࢵࢳ࢔ࢵࣉ tag(ging) up
ࣇ࣮ࣝ࣋ࢫࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦‶ሠ㸧 bases full, bases loaded
࣊ࢵࢻࢫࣛ࢖ࢹ࢕ࣥࢢ headfirst sliding
࣮࣒࣍࢖ࣥࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦⏕㑏㸧 cross home, come in
࣮࣒࣍ࢫࢳ࣮ࣝࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦ᮏ┐㸧 steal home
ࢤࢵࢶ࣮ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦㔜ẅ㸧 double play, get two persons out at one time
ࣇ࢓࣮ࢫࢺ࣑ࢵࢺ first baseman’s glove
࣮ࣞ࢞ࢫࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦⬯ᙜ㸧 leg guards
࣮࢜ࣉࣥࢤ࣮࣒ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦⦎⩦ヨྜ㸧 exhibition game, pre-season game
ࢢࣛࣥࢻ࣮࣎࢖ bat boy
ࢤ࣮࣒ࢭࢵࢺࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦ヨྜ⤊஢㸧 Game!  the game is over
ࢧ࢖ࣥ signal,
㸦ࢧ࢖ࣥᖒ࡬ࡢ㸧ࢧ࢖ࣥ autograph
ࢩ࣮ࢬࣥ࢜ࣇ off season
ࢩ࣮ࣙࢺࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦㐟ᧁᡭ㸧 shortstop
ࣇ࢓࣮ࢫࢺࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦୍ሠᡭ㸧 first baseman
ࣛ࢖ࢺࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦ྑ⩼ᡭ㸧 right fielder
ࢼ࢖ࢱ࣮ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦ኪ㛫ヨྜ㸧 night game
ࢿࢡࢫࢺࣂࢵࢱ࣮ࢧ࣮ࢡࣝ on-deck circle
ࣂࢵࢡࢿࢵࢺࠊࣂࢵࢡࢫࢡ࣮ࣜࣥ backstop, centerfield screen
ࣇ࢓࣮ࣝࢢࣛࣥࢻ foul territory
࣐ࢿ࣮ࢪ࣮ࣕࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦୺ົ㸧 team’s caretaker
ὀ㸸┘╩㸦⥲┘╩㸧 field manager,ࠉ(general manager)
ࢫ࣮ࣜࣂࣥࢺ two-strike bunt
ࢭ࣮ࣇࢸ࢕ࣂࣥࢺ drag bunt, base hit bunt
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第二次大戦の終結後、厳しい生活を強いられた人々
に潤いを与えるためにも、連合軍は野球の普及に力を
入れた節がある。戦後、程なく中等学校野球が復活し、
学生野球も人気を取り戻したが、なかでもプロ野球の
再興は目を見張るものがあった。こうした時代背景の
中で、野球をする人たちが、急速に増えてきたこと、
いわゆる野球の大衆化が進んだことは注目される。
老いも若きも野球を愛するようになり、野球にかか
る話題に事欠かない時代に入ってきた。野球放送から
テレビ放映、一般紙のスポーツ記事やスポーツ新聞
が、人々の生活の中に何の抵抗もなく受け入れられて
いる。また、ファンの間では、数々の名場面や、スター
物語が語り継がれるようになった 20）。しかも、世間
では野球小説 21）や、野球に関するノンフィクション
が広く読まれている。これらの中には、直木賞受賞作
家による小説もいくつかある 22）。このほか、過去の
野球に関する思い出を、いつまでも大事にする心意気
を伝える作品などもある 23）。さらに、甲子園に拘わ
る書物には、枚挙に暇がない 24）。
思い起こすと、昭和 20～ 30年代には、プロ野球
選手のブロマイド (bromide)を、子どもたちが集めた
時期があった。お菓子を買うと、「おまけ」でブロマ
イドをくれるものである。当時の少年があこがれた選
手のブロマイドを集めるために、駄菓子屋に足を運ん
だ人も多いと思われる。現代においても、それに代わ
るものが多々あり、また、応援グッズにも、多様なも
のがある。野球にまつわる関心が、子どもたちの日常
生活の中でも、育まれてきたことは、プロ野球にとっ
ても、心強いことであった。
このように日本の野球の発展とともに、日本独特の
野球文化が生まれて、人々の生活に深い関わりを持つ
ようになってきた。大衆が野球をよく知るようになり、
このことが野次につながっているといえる。
③　活発な応援が、観客にとって魅力となっている事。
　野球が人気を得て、プロ野球の応援は私設応援団を
中心に、賑やかなものとなっている。試合開始前から、
エールの交換が始まるが、試合が始まると、攻撃側に
なった球団ファンが、交互に応援を繰り広げる。私設
応援団のリードのもとに、トランペットを吹き鳴らし、
打席に入った選手にヒッティング・マーチで応援する。
チャンスが来れば、これに合わせた応援歌を歌い、応
援団は一層盛り上がる。こうした応援スタイルが基本
的に１回から最終回まで、延々と続くことになる。
　偶に観戦にやって来たファンも、応援団リーダーの
指揮に唱和して、一緒に手をたたき、声援を送る事に
なる。味方チームがチャンスともなれば、ファン全員
が盛り上がり、喜びは頂点に達する。このように今日
のプロ野球では、その日の観客全員が、応援団の指揮
に合わせて応援する雰囲気になっており、偶にしか球
場に来ない人々も、これに加わり満ち足りた気分に浸
る事になる。
ところで、応援団やファン・クラブに加入している
人たちには、「理屈抜きに好きな球団や選手を応援し、
選手と一体になって戦うことにより、勝利に導くため
に球場に来る」という。このほか、「自らの生活にお
いて、ストレスからの解放や世間の煩わしさからの忘
却」とか、「応援する人たちとの仲間意識の醸成」等
で球場に集まる人もいる。この人たちが、球場で上着
を脱ぎ、ネクタイを外し、揃いの Tシャツに着替え
て、応援グッズを手に応援するのが、一つのパターン
となっている。なお、彼らの口から、発せられるのは
声援ばかりではない。試合の場面に応じて発せられる
野次がある。応援団の声援は、リーダーによる統制の
取れた形で行われるが、野次は、試合の展開過程で、
アド・リブ (ad libitum)的に観衆の中から発せられる。
　　　
このように、①日本のプロ野球が急速に力を発揮す
るようになり、ファン心理をひきつける事に繋がった
こと、②野球文化が人々の生活に浸透してきたこと（用
語、TV・ラジオ・新聞などの報道、用具・応援のた
めの野球グッズ、小説・エッセイなど野球にかかる文
学などに見られる）③球場における応援が活発になり、
多くの観客が試合の展開に一喜一憂する雰囲気が醸成
されつつあることなどが、相互に作用する事態になり、
観戦しているファンの野次も盛んに発せられるように
なってきた。
3. ファンの発する野次
3－ 1野次の実態
野次の実態を調べると、単に相手チームを罵倒する
だけでなく、ふがいない味方を罵倒することもある。
試合の進行場面に応じて、タイミングの良い野次もあ
れば、まるで憎い敵であるかのごとく、執拗に特定の
選手を標的にして野次る場合もある。味方が一方的に
リードしている状況では、いわゆる「ドンチャン騒ぎ」
になり全員が浮かれている。しかし、逆の場合は、味
方選手への風当たりが強くなる。あきらめムードにな
れば、愚痴をこぼす場面が多くなる。したがって、野
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次は、その試合の流れによって内容がそれぞれ異なる
ことになる。
なお、野次は、本拠地のある地域の方言に左右され
る。たとえば、ナゴヤドーム球場、マツダ・スタジア
ム（広島）、ヤフオクドーム球場（福岡）などでは、
その地域の方言が用いられることから、それぞれ特徴
のある表現になる。本稿では、大阪弁による野次を中
心に集めたものである。
ゲームの展開に合わせて、その都度発せられる野次
のなかから、特徴的なものを以下に取り上げてみた（た
だし、文章表現には不適切なものや、品位に著しく欠
ける野次については、除外している）。
たとえば、相手チームを罵倒するケースとして、次
のようなものがある。
①　相手投手が、味方の選手に死球を与えた場合に；
「コラ！ドアホ！何サラシトンネン。オイ、（選手名）！
後でワイトコヘ来い。ボカボカニイワシタルヨッテニ
ナ、覚エトケヨ！」と味方の選手の具合を心配するよ
りも、まず相手投手を威圧している。
②　4番打者を敬遠する相手投手に対して；
「オイ（相手投手名）！ウチの 4番に野球ヤラサヘン
つもりか！お前、もう野球センデエエから、早よイニ
サラセ、エエナ！」と鬱憤をぶちまけている。
③　ファウル・ボールを、自分たちの応援団席に打ち
込んだ相手選手に対して；
「コラ！何処打ットンネン！前へ打タンカ！オマエ、
ウチの選手が、みんな手開けて待ットルヤナイカ、ボ
ケ！話の分カラン奴ヤナア、お前は」と相手選手のファ
ウルに対して、怒りをぶつけている。
　しかし、相手選手を罵倒するばかりでなく、味方の
不甲斐なさに、相手側に手加減を懇請する場面もある。
①　「コナイムチャムチャ打たれたら、ドナイモコナ
イモ成リマヘンワ。エエ加減ニシテホシイワ。この辺
でカンニンシタッテーナ！（相手側の監督）さん！」と、
相手に対して手を抜いてほしいと頼んでいる。
②　また、相手チームが大量得点でリードしているた
め、まるで「お祭り騒ぎ」の相手応援団に対して；
「（相手球団名）の応援団さん！モウチョット上品に出
来マヘンカ？何ヤッタラ、ワイラが応援の仕方教え
マッセ！ドウデッカ！」と、どちらが上品か分からな
いが、下手から申し出を行って、相手応援団を牽制し
ている。
　次に、応援するチームを激励または発奮させるケー
スに以下のものがある。
①　味方の選手がエラーした時；
「オイオイ！（選手名）！アンジョウヤッタレヤ！投
手が可愛そうヤナイカ。後で、打って返しヤ！エエ
カ！」とこの段階では、やんわりと奮起を促している。
大阪弁のいいところかもしれない。もし、これが関東
の球場での、ファンであれば、「オイ、オイ、何して
んだよう！しっかりしろよ！」という事になろう。
②　しかし、もし、続いてエラーした場合は；
「コラ！何サラシトンネン。お前のお陰で、この試合
「パー！」ニナッテシマウガナ。ドナイカセエヨ、お
前！」と今度は、厳しく奮起を促すことになる。
③　また、外人選手にも激励が飛ぶ、「オイ、（外人選
手名）ドカンと一発カマシタレヨ！」と叫ぶが、本人
の反応が無いため、「コラお前、日本語分ットンノカ？
ノンビリシテル場合ヤナイデエ！」と念を押している
愉快な野次もある。
④　試合が競ってくると、何でも出塁しろという意味
で；
「当たれ！当たれ！ボール逃げトッテ、お前の出番ナ
イヤナイカ！デッド・ボールで行け！エエナ！」と決
死の覚悟を要求する野次もある。
　ところで、期待していた味方選手が見事にヒットや
ホームランを打つと、「オオキニ、オオキニ、お前エ
エトコアルヤナイカ、男前ヤ！最高ヤ！」と喜びは最
高潮に達する。なかには感激のあまり、涙ぐんでいる
ファンもいる。これは、野次というより歓声や喜びの
絶叫に近い。
　さらに、「アア、エエ日に来た！今日はエエ気持ち
ヤ！最後に歌ウトテ、一杯飲んで帰エローヤ！」と仲
間といつまでも盛り上がっているのは、勝ち試合の場
合である。
　一方、試合の展開により、応援しているチームの不
甲斐無さを、なじるケースもある。
①　ファンのチームがいいところなく、一方的に劣勢
にあるとき、「コラ！エエ加減にセーヨ！コナイ弱かっ
たらドナイモコナイモ、シャーナイヤナイカ！神も仏
もオマッカイナ。ワヤヤナア、ホンマニ！」と味方チー
ムの奮起を促しながら、愚痴が入る。
②　また、味方の選手に対しても、「シッカリ、セー
ヨ！お前らコンナヘボデモ、ゴッツイコト年俸モウテ
ルヤロ！ワイラ入場料払ロテンネンゾ、分カッテルヤ
ロナ！必死のパッチ（語呂合わせの言葉）で行けや！」
とやけくそな応援になる。
　このほか、味方球団の不利にならないように、中立
の立場にある審判に要請するというケースもある。
①　味方に対して厳しい審判の判定が下された場合；
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「（審判名）さん！今ノン、チョト厳しいノンとチャイ
マッカ？あれがストライクやったら、誰が打テマンネ
ン！ソコントコ、シッカリ見タッテーナ！タノンマッ
セ！ホンマ」と、遠慮しながら、味方の不利にならな
いように、懇願している。
②　味方の選手が盗塁を試みたが、間一髪アウトと判
定されて；
「ナンヤソレ！何がアウトヤネン！下から足が先に
入っとるヤナイケ！審判の立つ位置おかしいノント
チャウカ？ここからはチャント見えとったヤナイケ！
エエ加減ニセーヨ！」と判定を野次っている。
このような事例から、野次は、①相手選手を罵倒す
るもの、②相手に手心を期待するもの、③味方選手の
奮起を促し、熱烈な声援を送るもの、④味方の選手が、
期待に応えた場合に、賞賛や感激の言葉を発するもの
（野次として分類）、⑤味方選手の不甲斐なさを責める
もの、⑥中立的な立場にある審判に苦情を入れるもの
などに分類できる。
つまり、野次は、別紙のように語義よりも幅広い意
図で発せられていることが分る（表 2において、主要
な事例を一覧にしている。参照されたい）。
3－ 2 野次にみる大阪弁
上記のように、野次に使われる言葉には、罵語を主
として、一般に怒鳴りつける言葉が多い関係から、決
していい響きを持たない。しかし、愛嬌のある表現も
ある。たとえば、「ナカスゾ！」といった言葉には、
ガキ大将が喧嘩の場面で、相手を威嚇する場合に発す
る言葉である。大のおとなが相手選手に対して、「オ
イ！ナカシタロカ！」と怒鳴っている姿は、ある意味、
ほほえましいものがある。
また、野次る人のセンスに左右される部分がある。「I 
am happy」が、「エエゾ、エエゾ、ワイ am happyヤ！」
は、英語表現を関西風に捩ったものであり、ユーモラ
スなところがある。「オマエ、ヤルヤナイカ。ヤッター
マンやないか」は、劇画の主人公を語呂合わせで使っ
ており面白い。
一方、野次る対象を見下げた表現で、肉体的な特徴
や比喩を用いて怒鳴る姿は、聞いていても楽しくない。
たとえば、「コラ！蛸」とか「オイ！禿げ」、「オイ！
チビ」、「オイ！豚、ぶたまん」などがある。
なお、関東在住の人には、関西の球場において、野
次を聞いていると、大阪弁の低俗なことに嫌気がさす
という。しかし、一口に大阪弁といっても、幅広いも
のがあり、野次のような一端のみを捕らえて、全てを
評価するというわけには行かない。
大阪弁には、船場界隈で話されてきた、歴史と伝統
に支えられてきた言葉がある。そのなかには、京言葉
の名残も多い。また、歌舞伎や浄瑠璃（たとえば、ゴ
ンタは、義経千本桜の「いがみの権太」から用いられ
るようになったとされる）など上方の文化を受け継い
だ言葉もみられる 25)。もともと大阪は商人の町とし
て栄えた歴史があり、商いの言葉や朝の挨拶にも、独
特のものが現存する（ドナイダ？儲かりマッカ？　ア
キマヘンナ、マア、ボチボチデンナ。それはそうとナ
ンカ、ボロクチオマヘンカ？等）。そこには庶民の生
活力が感じられるし、人情味もある。直截的な表現よ
りも、ぼんやりとした曖昧さを残す言葉が現在も使わ
れている（アホカイナ、アホヤナア、・・シテンカ、
アンジョオシイヤ、カマヘンカマヘン、ワヤヤナアな
ど）。しまりのない表現は、見方を変えれば、ユーモ
ラスでもある。
このほか、大阪弁には、言葉を短縮して表現するも
のがある。地名で日本橋一丁目を、日本一という。また、
天神橋筋六丁目を天六という。「この道、まっすぐ行
くと梅田に行きますか」とおじさんに尋ねると、「行
きま」と答えるが、関東の人には行くのか行かないの
か分からない。「行きます」とか「行きません」とい
えばはっきりする。同じような例では、「この商品も
う一つありますか？」と店主に尋ねると、「おま」と
返事が返ってきた。「おます」か「おません」なのか、
関西人以外には分かりにくい。なお、関東でも言葉を
短縮する例がある。しかし、関西での省略の仕方と異
なるものがある。具体的には、ファスト・フード (fast 
food)の「マクドナルド」は、関東では「マック」で
あるが、関西では「マクド」という。このように、同
じことを述べるのに、地域差がみられる言葉もある。
地域差といえば、駐車場のことを、「モータ ・ープール」
と称する事例がある。これなどは、関東では見ること
ができない。関西特有の使用例といえる。
このほか、短縮した表現として、そのことを実に単
刀直入に伝える事例がある。動物園のトラとかライオ
ンの檻の前には、「危険ですので、身を乗り出して顔
や手を出さないでください」といった注意書きがある
のが普通と思われる。ところが、ある関西の動物園で
は、「かみます」とだけ書いた立て札が出されていた。
実にストレートで分かりやすい表現と思われる。しか
し、短縮した結果、誤解されやすい表現もある。関西
の電車内で「指づめに注意！」とあるのは、乗車の際
に、「自動扉に指を挟まない（つめない）ように注意
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表 2　プロ野球応援団の野次と大阪弁
注：特徴となる大阪弁に、アンダーラインを付し、場面に応じて、その意味を簡記した。
　なお、分類番号は、①相手チームへの罵語、②相手に懇請、③味方への激励、④味方の活躍に感激、歓声、⑤不甲斐ない味方
への愚痴、詰る言葉、⑥中立の審判への苦情を示す。
参考文献　牧村史陽編（１９８４）『大阪ことば事典』講談社学術文庫。
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して下さい」の意味であるが、関東の人には、「指を
つめているような、気をつけないといけない人がいる
ので注意してください」と解される例もある 26)。
ところで、罵語には低俗なものが多い（例えば、接
頭語、接尾語を用いて、その現象を強調する言葉があ
る。ドアホ、・・してクサル、・・さらしてケツカルな
ど）。また、びろうな言葉などを用いて、例えとして
使用する会話もある（クソ爺、クソガキや、頼りない
人物について「屁みたいな奴」と揶揄する。また、要
領を得ない話に、「風呂の中で屁こくような話をする
な！」と意見する。未熟な若者に「尻の青い奴」と見
下げる。このほか借金を払わずに夜逃げした人を「ス
カ屁カマシヤガッタ」などという。このほか「ション
ベン垂れ」など多い）。これらは、世間で、大阪弁は
下品または低俗といわれる要因となる。野球の野次は、
こうした言葉が多用されることから、人々のひんしゅ
くを買うことになる。
最近の大阪漫才がテレビで全国にいきわたり、関西
の球団の応援風景が放映されると、大阪の言葉はこん
なのかと一部に誤解される事になる。漫才は、大阪弁
でも意図的に誇張した言い回しを用いることが多いこ
とから、人々の笑いを誘う事になる 27)。野球の野次
もたぶんに似たところがある。野次は、大阪弁のうち
でも罵語が特に頻繁に使われる事から、汚いとか品が
ないとみなされる。
しかし、田辺聖子氏は、大阪弁の魅力ついて軽妙自
在に語る文化論を表しており、標準語を正当とする意
見に異論を唱えているが、全く共感を覚える 28)。一
般に、大阪弁はユーモアがあり、人情味がある。また、
大阪弁には、活力のある庶民性が感じられ、逞しい生
命力を秘めているといえる。
野次に用いられる大阪弁のように、ごく一面を捉え
て「大阪弁は品がない」とか「汚い言葉」という感想
があるけれども、大阪弁を総合的に把握した上での評
価が望まれる。
なお、野次の中で、どのような大阪弁が用いられて
いるのか、表 3に整理した。罵語やこれと結び付けて
発する野次に用いられる大阪弁などを、野次を発する
理由や意図別に分類した。ただし、現実の野次を聞い
ていると、かならずしも、正確に分類されているわけ
ではなく、とんでもない場面で、分類した範囲を超え
て、使用される事もある。表 3における分類は、参考
までに記したものである（品詞の分類や文法に基づく
整理ではない）。
3－ 3 野次の意味するもの
応援は、プロ野球ファンが贔屓チームを支える組織
的、公式の活動であるとすれば、野次は個々のファン
の個人的かつ非公式の意思表示といえる。
こうした野次の実態を見ると、語義のごとく、相手
選手を罵倒し、味方チームの試合を有利に運ぼうとす
るものばかりではないことが分かる。根底には味方
チームの勝利を願い、ひたすら声援を送り続けるが、
ことが順調に運ばない場面で、可愛さ余って憎さ百倍
のファン心理が働くこともある。
試合の展開により発せられる野次の効用について
は、次のものが指摘されている。
①　ドッと満場を沸かす愉快な野次は、周囲の雰囲気
を盛り上げる。また、応援団やファンの気持ちを、さ
らに高揚させる。
②　野次っている事から、日々の仕事のストレスから
解放されて、存分に憂さ晴らしが出来る。
③　応援団やファン仲間と親しくなり、野次により一
層連帯意識が強いものとなる。
④　応援をしながら、野次っていると、選手と一体に
なって戦う心境に成れる。このことは、ファン冥利に
尽きる。
⑤　野次により、その人が野球をどれほど知っている
かが分かる。
　しかし、一方において負の問題もある。これらを挙
げると次のものがある。
①　大阪弁であることと関係なく、一般に野次言葉は
汚い。とくに罵言は、怒鳴りつける言葉であるから、
いい響きを持たない。熱烈なファンでなければ、興醒
めする。
②　野次の内容そのものが、下品または低級なものが
ある。このことは、大阪弁全てが、そのようであると
誤解してはならない。
③　野次っている人は、自分の事しか考えていない。
傍に婦人や子どもたちがいても、意に介しない。また、
負け試合となると、味方選手や監督さえなじる事もあ
る 29)。
④　人権に触れる野次（たとえば、外人選手に対する
野次のなかで奴隷、土人等の言葉で詰るなど）につい
ては 30)、野球場側としても、細心の注意を払う必要
がある。
⑤　野球観戦が主なのか、酒盛りなのか、泥酔して分
別がつかなくなり、何を野次っているのか分からなく
なっている人がいる。
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応援団の活性化と野次は、日本のプロ野球の隆盛と
ともに、切っても切れない密接な関係にあるといえる
31)。野球の観戦が、一層楽しいものにしていくため
には、いい方向に伸ばすべきテーマと、改めるべきも
のとがあり、関係者による努力が今後必要になる。
ところで、野球ファンには、野球が好きで、試合の
内容をしっかり味わいたいという人と、選手と一体と
なって戦いたいという気持ちから、応援に力を入れる
人とに大別される。
したがって、球場での熱心な応援が、観客全てに受
け入れられているかといえば、必ずしもそうではない。
殊に、最近のドーム球場では、トランペットと応援の
手拍子と声援が、劈くような騒音となる。野球そのも
のを観戦したい人にとっては、騒音にしか聞こえない
事もある。応援のスタイルも、自分たちのパフォーマ
ンスに熱中しており、いわゆる「花見野球」そのもの
にみえる 32)。
日本の応援のスタイルは、米国の大リーグ・ファン
の応援とは大きく相違している。米国では、地域性の
問題があり、基本的に本拠地の球団ファンが球場を占
める。
日本のように応援のリーダーはいない。ボール・パー
クと呼んで、家族で球場に集い野球を楽しむ雰囲気が
ある。球場では、地元チームのプレーを楽しみ、敵味
㸬㔝ḟ࡟౑ࢃࢀࡿ⨬ㄒ࡞࡝
࣭┦ᡭ㑅ᡭ࡟ᑐࡋ࡚
㸦ワࡿሙྜ㸧࣭࣭࣭
࣭┦ᡭ㑅ᡭࢆ࡞ࡌࡿࡶࡢ
ࠉ࣭࣭࣭
࣭࿡᪉㑅ᡭ࡬ࡢ⃭ບ
ࠉ࣭࣭࣭
࣭࿡᪉㑅ᡭࡢά㌍࡟ឤ⃭
ࠉ࣭࣭࣭
࣭ᩋᡓ⃰ཌࡢࡓࡵࡢ㢪ᮃ
ࠉ࣭࣭࣭
࣭ㅉࡵࡢቃᆅ࣭࣭࣭
࣭࿡᪉㑅ᡭ࡟ᑐࡋ࡚
㸦⃭ບ㸧࣭࣭࣭
㸬⨬ㄒ࡜௚ࡢゝⴥࢆ⤌ࡳྜࢃࡏࡓ㔝ḟ
࡝࡚ࡗࡥࡽ࡟㢼✰࠶ࡅࡓࢀࠊ࡝ࡓࡲࡰࡇࡰࡇ࡟࠸ࢃࡋࡓࢀࠊᚲṚ
ࡢࣃࢵࢳ࡛࠸ࡅࠊ⪥ࡢ✰࠿ࡽᡭ✺ࡗ㎸ࢇ࡛ዟṑ࢞ࢱ࢞ࢱ࠸ࢃࡋࡓ
ࢀࡼࠊ㰯⾑ࡶฟࢇࡼ࠺࡟㈇࠿ࡋࡓࢀࠊࡣࡼᴦࡉࡋ࡚ࡸ
࠶࡯ࠊ࡝࠶࡯ࠊ࠶࡯ࡓࢀࠊ࠶࡯ࢇࡔࡽࠊ࠶࡯࠿࠸࡞ࠊ࠶࡯ࡕࡷ࠺ࡅࠊ
࠶ࢇࡱࢇࡓࢇࠊࡍ࠿ࠊࡍ࠿ࡓࢇࠊ࠶࠿ࢇࡓࢀࠊ࠿ࡍࠊࡰࡅࠊ
ࡰࡅ࡞ࡍࠊࡦࡻࡗ࡜ࡇ㸨ࠊࡅࡕࠊ࠸ࡡࠊ࠸ࢇ࡛ࡲ࠼ࠊ࠸࡟ࡉࡽࡏࠊ
࡞࠿ࡍࡒ
ఱࡉࡽࡋ࡚ࡅࡘ࠿ࢇࡡࢇࠊ࠾๓ఱࡋ࡟᮶࡚ࢇࡡࢇࠊ࡝ࡢ㠃ࡉࡆ࡚
᮶࡜ࢇࡡࢇࠊఱฎᡴࡗ࡜ࢇࡡࢇࠊ࠶࡯ࡋࡓࡽ࡝ࡘࡁࡲࢃࡍࡒࠊࠕࣅࣅ
ࣥࢳࣙࠖࡍ࡞ࠊࡣࡼᘬࡗ㎸ࡵࠕ⺯ࡢග❆ࡢ㞷ࠖࡸࠊࡇࡽࠕ࡛࡭ࡑࠖ
ࡋࡗ࠿ࡾࡏ࠸ࠊୗᡭࡍ࡞ࡼ࠾๓ࠕࣃࣥࢶࠖࡣ࠸࡜ࢇࡢ࠿࢚࢚㸟
࠼࠼ࡀ࡞ࠊ࠶ࡾࡀ࡜ࡉ࣮ࢇࠊࡼ࠺ᡴࡗࡓ⾲ᙲ≧ࡸࡿ࡝ࠊ࠼࠼ࡸࢇ
᪥ᮏ୍ࡸࠊࡸࡿࡸ࡞࠸࠿࠾๓ࠊࠕࣖࢵࢱ࣮࣐ࣥ㸨ࠖࡸࠊ኱ࡁ࡟኱
ࡁ࡟⏨๓ࡸࡒࠊࢃ࠸DPKDSS\㸨ࡸࢇࡅ
࠶ࢇࡌࡻ࠺ࡓࡢࢇࡲࡗࡏࠊ࠶ࢇࡌࡻ࠺ࡋࡓࡗ࡚ࡸࠊ࠼࠼ຍῶ࡟ࡋ
࠸ࡸࠊࡶ࠺ࡕࡻࡗ࡜࡝࡞࠸࠿࡞ࡾࡲ࡬ࢇ࠿ࠊࡶ࠺ࡇࡽ࠼࡚࠼࡞ࠊ
㸦㏫ୖࡋࡓࣇ࢓ࣥ࡟㸧࠶࡯ࡍ࡞ࡼ࠶࡯ࠊ࡞ࢇ࡜࠿ࡋࡓࡗ࡚࠼࡞ࠊ
ࢃࡸࡏࢇ࡜࠸࡚࡞ࠊ㸦㈇ࡅ࡚ࠊࡇࢀ࠿ࡽ୍᫬㛫᥃ࡅ࡚ᖐࡽ࡞࠶࠿ࢇ
ࡢ࡟㸧ࢃ࠸ࡽࡢࡇ࡜ࡕࡻࡗ࡜ࡣ⪃࠼࡚࠼࡞
࡝࡞࠸ࡶࡇ࡞࠸ࡶ࡞ࡾࡲ࡬ࢇࢃࠊ࡝ࢇ࡞ࡽࢇࠊ࡝࡟ࡇ࡟࡞ࡾࡲ࡬
ࢇࠊ⚄ࡶ௖ࡶ࠶ࡾࡲ࡬ࢇࢃࠊࡶ࠺ࢃࡸࡃࡕࡷ࡛ࡍࢃࠊ㸦࠶࠸ࡘࡢ
࠾㝜࡛㸧ࠕࣃ࣮ࠖ࡟࡞ࡗ࡚ࡋࡶࡓࡀ࡞ࠊࡇ࡞࠸࠶࠿࡞ࢇࡔࡽࡋࡷ
࣮࠾ࡲ࡬ࢇ࡞ࠊᆓ୺ࡤࡗ࠿ࡾ࡛ඖẼ࡛ࡲࡗ࠿࠸࡞ࠊ࠶࡯ࡽࡋࡸࡢ
㚝ࡀ㬆ࡿࢃࠊࢃ࠸ࢆἽ࠿ࡍࡁ࠿
࠸࡚ࡲ࠼ࠊ࠸࡚ࡇࡲࡏࠊ࠿ࡕࡲࢃࡏࠊ㸦୍Ⓨ㸧࠿ࡲࡋࡓࢀࠊ㸦୍Ⓨ㸧
ࡓࡢࢇࡲࡗࡏࠊࡋࡤ࠸ࡓࢀࠊࡋࡤࡁ࠶ࡆࡓࢀࠊࡅ࡜ࡤࡏࠊ
࡝ࡘࡁࡲࢃࡏࠊ࠸ࢃࡋࡓࢀࠊࢻ࣐ࣥ࢖࣭ࢻ࣐ࣥ࢖㸨ࠊࡁࡤࢀࠊ
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注：＊印は、大阪弁ではない。
　　試合の場面に応じて、こうした罵語や他の言葉との組み合わせで野次が飛ぶ。このなかには、大阪弁以外の言葉も混入 
　　する。多くは、うまく調和している。
表 3　野次に使われる大阪弁など
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方なくファイン・プレーには拍手を送り、スタンディ
ング・オベーション (standing ovation)で選手を迎え
る。一方、緊張を欠いたプレーや致命的なエラーには、
激しいブーイング (booing)を浴びせる事になる。球
場全体が、不満の意を表すことから、当該選手は満座
の中で恥をかく事になる。米国の球場では、野球のプ
レーそのものを（打球の音、捕球の音、スライディン
グの瞬間など）確かめるような静寂と、すばらしいプ
レーへの歓声が、交互に繋がっていくような感覚を覚
える。７回には、観客全員で「野球場に連れて行って
33)」を歌うのが、いまや恒例になっている。味方のチャ
ンスともなれば、ハモンド・オルガンが鳴り響き、球
場全体が大声援を送るが、リーダーがいないにも拘わ
らず、実にファンの統制が取れている。日本のように
私設応援団のリーダーが、休みなく応援を促すのとは、
大いに異なっている 34)。
このように、アメリカの大リーグが、熱心なファン
を多数集めているにも拘らず、整然と野球を楽しむ様
を見ると、お国柄や歴史の相違などでは済まされない
ものがある 35)。
日本のプロ野球関係者は、観客の増減が球団経営に
重大な影響を及ぼす事から、応援を規制することにつ
いて、及び腰になっている。かつて、「応援倫理三原
則」の通達により、自粛ルールを定めようとした経緯
もあるが 36)、いつの間にか沙汰闇となり、今日に至っ
ている。球団の経営は、チケットの販売、球場内物品
販売、テレビ放映権、マーチャンダイジング（商品化
権）、スポンサーシップの権利を、如何に拡大販売す
るかにかかっている 37)。このうち、観客の動員により、
売り上げを伸ばすことのできるのは、チケットの販売
と球場内物品販売である。このことから、観客の気分
を損ねるような行動、たとえば、応援への規制などは
極力避けるようになっていた。
このような状況の下で、2005年球団経営に参画し
た楽天が、期間営業利益で黒字を計上し、このことが
パ・リーグ史上初の快挙となったことがある 38)。こ
れまでは、各球団の経営は、親会社による赤字補てん
が続けられてきたと言える（巨人、阪神、広島などは
除く）。したがって、楽天の事例は、各球団にとって、
経営の在り方や、独自の黒字化に向けての大きな刺激
となった。さらに、楽天は、応援についても鳴り物の
規制をかけており、思い切った試みが注目されている
39)。こうした新しい動きは、新規参入の球団だから
出来るのか、他球団の動きも併せて見守ることになろ
う。
ところで、阪神ファンの気質について、アンケート
の結果が紹介されている 40)。指摘件数の多い順番で
次のようになる。熱狂的、地元意識が強い、アンチ東京、
目立ちたがり屋、言いたい放題、ストレス解消、判官
びいきである。おそらく、かつて関西に所在した南海、
阪急そして近鉄のファンにおいても、同様のことがい
えたと思われる。良い悪いは別にして、こうした熱狂
的ファンに対して、応援や野次の規制をかけることは、
球団としても腰が引けることになろう。
一方、ファンの側からみると、「応援に来て野次の
一つも飛ばしてやろうと、憂さ晴らしに来るつもりが、
あれこれ規制をかけられる事になれば、球場に来る意
味がない」という。また、テレビの国会中継を見てい
ると、「国会議員のなかで、汚い野次が飛び交ってい
る。これが放任されていて、もし、野球の応援や野次
に規制をかけるという話はおかしい」という思いがけ
ない意見もある。熱心なファンには、「応援や野次の
あるべき方向ヤナンテ、滑った転んだの議論ヨウスル
ナア！ワイラにそんな理屈もヘチマ (語呂合わせの言
葉 )41)もオマッカイナ！このチームが好きなだけヤナ
イカ」と開き直る人もいる 42)。
いずれにしても、応援のスタイルと野次は、切って
も切れない密接な関係にある。しかし、問題なのは何
処までも放任しておいてよいのかという事に尽きる。
とくに青少年や婦人のいる場所での、勝手気ままな野
次について、自制を促す球団が出てきてもいいのでは
ないかと考える。ファンのご機嫌を損なわないように、
現在の状況をいつまでも放置していることにこそ問題
がある 43)。
4. むすびにかえて
日本における野球の発展過程は、学生野球に端を発
し、中等学校野球へと広がっていった。当初は、いわ
ゆるエリートのスポーツとみなされていた。職業野球
は、今日のプロ野球とは比べ物にならないほど人気の
ないスポーツであった。さらに、第二次大戦において
戦争の拡大、激化とともに、野球そのものが禁止され
た時代があった。しかし、戦争終結後、野球が再開さ
れて、野球の大衆化が一気に進んだといえる。この結
果、学生野球に限らず、プロ野球が多くの観客を引き
付けるようになってきた。
とくに、プロ野球は、一般大衆の憩いの場としての
球場の役割があり、球場に集う熱心なファンの応援と、
タイミングよく発せられる野次が、相乗効果をもたら
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して、楽しい雰囲気を醸し出している。
このようにプロ野球の発展した主要因は、①日本の
プロ野球が強くなったこと、②日本独特の野球文化
が、人々の生活に浸透してきたこと、③熱心な応援が、
観客をプレーの流れに引き込むことなどが挙げられ、
ファンは、思わずプレーに一喜一憂し、刹那的に野次
を発する事になる。
本稿では、関西に所在する球場で、どのような野次
が発せられているのか収録してみた。これらを分類し
てみると、語義よりもはるかに広い範囲・意図で、野
次が発せられていることがわかる。つまり、熱烈なファ
ンは、味方チームの勝利のためには、相手チームの選
手を罵倒するだけでなく、時には、手心を加えてもら
うべく哀願もする。一方において、味方チームや個々
の選手を激励・応援するばかりでなく、敗戦が色濃く
なってくると味方をなじることもある。さらに、中立
の立場にある審判に対しても、味方の利になるように
懇願することも明らかになった。
また、そうした実態から、野次で使用されている大
阪弁について、その意図や目的に沿って整理すること
ができた。
ところで、野次に使われる大阪弁について、「大阪
弁は下品だ」と決め付ける人がいる。しかし、それは、
野次に使用される大阪弁のことであって、大阪弁すべ
てが、品が無いとは言えない。野次に使用される言葉
は、多くは罵言とこれとともに発せられる言葉である。
野次という特別な状態で、使用されることに理解が必
要である。
なお、日本のプロ野球の応援や野次については、熱
心さのあまり、自分たちだけが悦に入っているという
風潮が、時として感じられる。また、単純なトランペッ
トによる音楽と鳴り物の連鎖は、公共の場としての
意識が欠如しているという指摘もある。また、ファン
であるチームが勝利すればそれでよく、相手チームの
ファイン・プレーやホームランには関心がない。いわ
ゆる、スポーツマンシップが欠如しているといわれる。
かつての応援倫理三原則も、基本的に守られていない
し、飲んで騒ぐ花見野球と批判される状況から、変化
は見られない。
こうした観点から、楽しくて健康な球場の環境をつ
くるためには、球団、球場、応援団などが事態を直視し、
あるべき方向へ導いていく努力が必要である。トラン
ペットやカネ・太鼓といった騒々しい応援スタイルも
さることながら、野次についていえば、たとえば、①
野次は何を言っても良いという風潮を改める（あまり
にも品の無い野次が飛び交うことがある。球場や応援
団による地道な雰囲気作りや、環境整備が期待される。
たとえば、ポスター､ 場内放送の活用など）、②人権
にかかわる発言には充分に注意する（野次の発言者
に対して、観衆のなかで、その責任を注意していくこ
とは困難であるが、是正していく雰囲気作りが必要）、
③婦人・子供がいることに配慮する（親が幼い子供
を連れて、一緒に騒いでいるケースは論外として、安
心して観戦できる家族応援ゾーンの設置などが必要）、
④自分が何を野次っているのか分からないほど酩酊し
ている人がいる（営業のためなら、いくらでも酒類を
販売することに対して、抑制ルールが必要）等への対
応が求められよう。こうした対応の結果、野球場が、
ファンはもちろんのこと、家族揃って楽しめる憩いの
場になっていくことが望まれる。
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注
1　明治 6年東京帝国大学の前身である開成校におい
て、教師ウィルソンおよびコチェット氏より、野球が
学生に伝えられた。国民新聞社運動部編 1)p.3-4参照。
脇村春夫 2)によれば、米人教師 (Horace Willson)が
一高の前身である第一番中学校で、明治５年から野球
を教えていたと記している。なお、Willsonは、2002
年日本の野球殿堂入りしている。
また、東京芝の開拓史仮学校（後の札幌農学校、北海
道大学）で米人教師アルバート・ベーツが、本国から
野球道具を持ち込み、学生に教えたことも伝えられて
いる。北野高等学校野球部年史 3)p.18参照。
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2　近代化を進めるために、早期に欧米の文化や技術
を導入することが求められた。そのため、学校教育で
は、アメリカ人、技術の導入では、イギリス人が各方
面から雇われる事になった。この雇い先は、政府、府
県、民間と、三つのグループがあった。学校では高等
専門学校での英語教師や、ミッション・スクールでの
宣教師がある。梅渓 4)p.135-143参照。
3　明治 28年 5月、横浜外人団と一高との試合が行
われ、29対 4で一高が大勝している。国民新聞社運
動部編 1)p.119-123参照。なお、このときのグラウン
ドは、現在の横浜球場周辺であったと聞いている（か
つて、横浜球場で開催された、国立 7大学 OB野球大
会開会式において、当時の同球場役員の挨拶があり、
一高対横浜外人団との試合が、この球場近辺で行われ
た旨、紹介があった）。
また、明治 4年鉄道局の平岡技師が汽車製造技術の研
究で渡米し、同 6年の帰国に際し、バットとボールを
持ち帰った。これを機に、新橋アスレティック・クラ
ブという日本初の野球チームが誕生している。これは
一高より 15年前とされる。赤瀬川 5)p.178参照。4　
早慶戦の始まりは、明治 36年 (1903年 )である。11
対 9で慶応が勝利した。しかし、両校の応援が過熱
するなか、1906年より中止されることになり、再開
まで 20年の歳月を要する事になった。早稲田大学大
学史資料センター、慶応義塾福澤研究センター共編 6)
p.14-16参照。
5　全国中等学校優勝野球大会は、大正 4年 (1915年 )
第 1回が豊中球場（阪急豊中駅西 500メートル）、第
3回から鳴尾球場、第 10回より甲子園球場が会場に
なっている。現在の名称は、全国高等学校野球選手権
大会である。なお、大正 13年 (1924年 )選抜中等学
校野球大会が、名古屋の山本球場で開会された。翌年
から、甲子園に移っている。現在の名称は、選抜高等
学校野球大会である。山室寛之 7)p.4-6参照。
なお、甲子園球場は、阪神電鉄により、大正 13年 8
月に建設された。当時としては、わが国最初の近代的
球場であり、その年の干支が甲子であったことから、
甲子園と名づけられた。因みに、神宮球場は大正 15
年 10月に完成している。玉置通夫 8)p.27,35参照。
6　昭和 11年 2月、日本職業野球連盟が結成された。
全日本を母体とする後の「東京巨人軍」をはじめ、「大
阪タイガース」「名古屋軍」「東京セネタース」「阪急」
「大東京」「名古屋金鯱」が次々に生まれた。山室寛之
7)p.161-163参照。
7　第二次大戦により、野球が世の中から抹殺された
が、これは国内だけではなかった。バンクーバーに
あった日本人クラブチーム朝日の活躍は、当時の移民
した日本人や日系二世の人々の誇りであり、希望の灯
であった。しかし、真珠湾攻撃により始まった大戦に
より、チームは解散させられて、日系人はすべて強制
的に捕虜収容所に送られた。この時代、日系人は仕事、
財産、家、土地を失い、強制労働の明け暮れとなった。
終戦後、チームの復活はならなかったが、60年を経て、
カナダ政府は、バンクーバー朝日の野球殿堂入りを決
めた。後藤紀夫 9)は、時代の流れに翻弄されながら
逞しく生きたバンクーバー朝日と現地の日本人のこと
を浮き彫りにしている名著である。
8　日本人歌手では、笈田敏夫、旗輝夫、ナンシー梅
木が活躍した。ペギー葉山、江利チエミも、ジャズ歌
手として歌っていた。演奏では、南里文雄、薗田憲一
のほか、白木秀雄や藤家虹二などが得意の分野で活躍
した。また、ビッグ・バンドで見砂直照と東京キュウ
バン・ボーイズや原信夫とシャープ＆フラッツが人気
を博した。
9　ジミー時田が、日本人としてカントリー・ウェス
タンを歌っていた。
10  ハワイアンは、バッキー白方、大橋節夫、山口銀次、
ポス宮崎が活躍した。
11 阿久悠 11)には、厳しい戦争の傷跡を背負った戦中
派と、自由を履き違えた軽薄な若者たちのなかで、逞
しく生きる子どもたちの風景が描かれている。このな
かで、淡路島における進駐軍の野球チームと小学生の
野球チームとの親善試合の様子が語られている。物資
のない時代にも拘らず、のびのびとした少年たちの姿
が印象に残る。
12 1943年の晩秋、戦地に赴く学生のために、最後の
思い出となるかもしれない早慶戦を行い、戦場に送り
出した。この試合を「最後の早慶戦」と呼んでいる。
早稲田大学大学史資料センター、慶応義塾福澤研究セ
ンター共編「1943年晩秋　最後の早慶戦」6)を参照
されたい。
また、全国中等学校優勝野球大会も昭和 16年に中止
となり、翌年昭和 17年には、文部省による「大日本
学徒体育振興大会」の一部門として、野球が行われた。
この大会は、「幻の甲子園」と後に呼ばれる事になった。
早坂隆 12)p.19-28参照。
13 http://baseball-freak.com/audience/(2012.9.25)
14 大阪弁について、語義、語源、時代による解釈、
言葉の使われ方、文法からみた分析など牧村史陽編
13)を参考にした。
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15 大阪弁に関して、特性、意味、醸し出す雰囲気な
ど絶妙な捉え方をしている田辺聖子 14)15)を参考にし
た。また、大谷晃一 16)17)では、大阪人の分析を基に
した大阪弁の使われ方や、生活を通してどのように語
られているのか、興味深い事例を参考にした。尾上圭
介 18)も大阪弁について、鋭い分析と調査による結果
を明快に表現しており、参考にした。
16 昭和 9年ベーブ・ルースやルー・ゲーリッグなど
が、二度目の来日を果たし、全日本軍と 15試合戦った。
全日本軍は全敗した。ただし、17歳の澤村栄治投手が、
ゲーリッグの本塁打による 1点に抑える好投を演じた
ことが唯一の救いであったとされる。山室寛之 7)p.161
参照。なお、プロ野球の最優秀投手に送られる澤村賞
は、同投手を記念して贈られる事になったものである。
同投手は、第二次大戦で戦死した。
17 1949年サンフランシスコ・シールズ軍が来日して、
全日本軍と戦っている。このときも、7戦全敗で日本
軍は歯が立たなかった。このチームは、大リーグでは
なく、3Aに所属するチームであった。
18 正岡子規は、松山中学から予備門に入り、さらに
第一高等中学に進んで、野球に熱心に取り組んだ。子
規は、ベースボールを歌にしているが、幼名が升（の
ぼる）であったことから、「能球」、「野球」を「のボー
ル」と読ませて、雅号につけている。また、打者、走者、
死球、飛球などと翻訳した。伊集院静 19)p.388参照。
一方、第一高等学校の中馬庚は、野球と訳したともい
われている。国民新聞運動部編 1)p.42参照。
19 太平洋戦争中、野球用語が全て日本語に代えられ
た。
審判用語としては、左記の用語を、右記の日本語に呼
びかえる事になった。
①ストライク・・よし一本、よし二本、②三振アウト・・
よし、それまで、③ボール・・１つ、２つ、３つ、④
四死球・・一塁へ、⑤ヒット・・よし、⑥ファウル・・
だめ、⑦セーフ・・よし、⑧アウト・・ひけ、⑨ボー
ク・・反則、⑩インフィールドフライ・・内野飛球。
規則用語としては、下記のごとく野球用語を括弧書き
の日本語に呼びかえる事になった。
ストライク（正球）、ボール（悪球）、ヒット（正打）、
ファウル（圏外）、セーフ（安全）、アウト（無為）、ファ
ウル・チップ（擦打）、バント・ヒット（軽打）、スク
イズ・プレー（走軽打）、ヒット・エンド・ラン（走
打）、ホーム・イン（生還）、タイム（停止）、フォース・
アウト（封殺）、インターフェアー（妨害）、スチール
（奪還）、リーグ戦（総当たり戦）、コーチ（監督）、コー
チャー（助令）、マネージャー（幹事）、アーンド・ラ
ン（自責点）、チーム（球団）、ホーム・チーム（迎撃
組）、ビジタ ・ーチーム（往戦組）、グラブ、ミット（手
袋）、フェア・グランド（正打区域）、ファウル・グラ
ウンド（圏外区域）、ファウル・ライン（境界線）、スリ ・ー
フット・ライン（三尺線）、プレーヤーズ・ライン（競
技者線）、コーチャーズ・ボックス（助令区域）。
上記については、大阪大学硬式野球部創部 100周年
記念誌「求心」20)p.59-61（堀馨氏の原稿より編集）
参照。
また、用語だけでなく、ユニホームのローマ字も使用
禁止となり、幻の甲子園といわれる、文部省主催の野
球大会では、胸に日本語を使用したユニホームを着用
した。早坂隆 12)p.125参照。
20 林新 21)など多数の書がある。この中で異色と言え
る作品がある。北原遼三郎 22)は、過去に完全試合を
達成した十五名のヒーローのその後を追跡した貴重な
記録である。一方、門田隆将 23)は、プロ野球界の名コー
チとして有名であった主人公が、突如教員資格を取得
して、高校の教師として甲子園を目指そうとした。し
かし、非情にも病に倒れ世を去った経緯を記録してい
る。両書は、主題に関する詳細な記録とともに、プロ
野球の発展過程についても、理解が得られる良著とい
える。
21 たとえば、吉川潮 24)は、野球選手が経験する、多
様な人生の様相を伝えている。そのことが、プレーの
なかでの一コマ一コマに例えて表現されている。読者
も、なんとなく思い当たる場面がある筈であろう。ま
た、堂上瞬一 25)は、主人公が斜陽の社会人野球部に
スカウトされて、これを愚直にも立て直そうとする。
バラバラになったチームを如何にまとめていくかを問
う、読み応えのある青春物語といえる。
22 ここでは、直木賞受賞作家の野球を題材にした小
説を、以下にあげておく。
井上ひさし 26)、赤瀬川隼 5)、重松清 27)、伊集院静
28)、半村良 29)などがある。
23 神吉拓郎 30)、秋吉光一 31)や室積光 32)が挙げら
れる。このなかで、秋吉の作品は、スポーツ・ドキュ
メントとして、野球の試合については触れずに、過去
に草野球を楽しんだ仲間を再び訪ねて、その後の彼ら
の人生や、生活の葛藤を、活き活きと描いている。草
野球を楽しむ仲間に、喜びと生きがいを伝えている。
24 金賛汀 33)は、1981年に甲子園で活躍した在日高
校野球選手たちの、青春とその後を描いた感動のド
キュメントである。田澤拓也 34)は、伝説の決勝戦と
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言われている三沢高校と松山商業高校との、延長十八
回の戦いについて再現し、当時の監督や選手たちのイ
ンタビューにより、足跡を辿っている。読み応えのあ
る力作である。矢崎良一 35)は、甲子園で活躍したヒー
ローたちと、彼らと戦った相手校選手たちのその後を
追跡したドキュメントである。中村計 36)は、最近で
は稀になった公立学校の優勝校である佐賀北高校につ
いて、ドラマのような逆転劇を、詳細に語っている。
早坂隆 12)は、昭和 17年に行われたいわゆる「幻の
甲子園」について、全試合の内容を語り、活躍した選
手たちの戦後を追跡している。戦場に消えた選手も多
く、生き残った元選手たちの思い出は、読者の胸を打
つ。山際淳司 37)は、甲子園を目指した進学校の予選
を勝ち抜いていく過程を、取り上げた短編であるが、
印象に残る作品である。このように、枚挙に暇がない
ほど、多数の書がある。
25 牧村史陽編 13)p.275を参照した。
26 この 2例は、尾上圭介 18)p.70-75を参照し紹介した。
27 大谷晃一 16)p.85-100を参照されたい。
一方、落語について論じた秀作に、桂蝶六 38)p.92-102
があり参照されたい。ここでは漫才とは異なり、落語
は江戸時代から伝わる伝承芸である。単に、笑わせる
のが目的ではなく、後味の良さや、笑いの質が大事に
される。人間の業を肯定するという視点から、受容と
いやしの眼差しが備わっていることが求められる。こ
うしたところが、人々に受入れられている所以であろ
う。漫才との対比が理解できる。
28 田辺聖子 14)を参照されたい。本書において、同氏
は大阪弁のことを、暖かくかつ愛情を持って、その雰
囲気を伝えている。また、大阪弁が庶民文化の活力で
あり、生命力を秘めているとも述べている。また、田
辺聖子 15)p.155-159でも、大阪のことばが論じられて
いる。このなかで、大阪弁の語尾がどのように用いら
れているか、面白く触れられている。
29 正規の応援団員は、味方に対する野次は禁じられ
ている（国定浩一 39)p.63参照）。したがって、味方を
野次っているファンは、正規の応援団員でないことに
なる。熱烈なファンではあるが、偶に球場に来て、憂
さ晴らしをしているものかと思われる。
30 黒人選手に対して、「オイ！オマエの先祖は土人（ま
たは奴隷）ヤッタンヤゾ！分っとるやろナ！アンマリ、
イチビルナヨ！エエナ」などと野次ることがある。
しかし、野球の本場アメリカにおいても次のような事
例が紹介されている。ニューヨーク・ヤンキースのホー
ム球場で、売店で後に並んでいる白人に対して、次々
と注文を聞き、日本人女性が、後回しにされた事例で
ある。このことが明らかになり、球場側が謝ったとさ
れているが、こうした差別事例は、米国では依然と残っ
ている（向井万起男 40)p.70-71.参照）。
31 かつてのパ・リーグでは、閑古鳥が鳴くような状
況であったが、元阪急や元南海の熱烈なファンが、毎
日のごとくスタンドに来て、孤立無援で野次っていた。
現在では、観客が増加して、野次るファンが増加した。
32 「ドーム球場の応援は、野球の観戦者にとって、騒
音でしかない」と豊田泰光氏は自著の中で述べている。
豊田泰光 41)p.14参照。また、マリオン・ロバートソ
ン 42)p.155-162において、日本のプロ野球の応援につ
いて、厳しく批判している。騒音型の応援は、好きな
球団や選手を応援するよりも、自分たちのパフォーマ
ンスに熱中しており、いわゆる「花見野球」そのもの
にみえる。日本野球とファンの一大欠点と指摘してい
る。
このほか、日本経済新聞運動部編 43)p.184-189におい
ても、日本のプロ野球の応援について、そのあり方を
述べている。プレーよりも大人数で大声を張り上げて、
雰囲気を楽しむのが応援の日本的スタイルであるとし
ている。公共の空間であることから、あるべき姿につ
いても、意見を述べている。
参考になるのは、池井優ほか 44)p.178-179において、
アメリカの応援風景について伝えられている。ボール・
パークに家族揃って応援に行く風景は、日本の応援と
は異質である。
また、ロバート・ホワイティング 45)p.131には、日
本のプロ野球の改善策の一つとして、応援を静かにさ
せることが指摘されている。こうした意見を述べる人
が増えている。
33 1908年ボードビリアンのジャック・ノーホースの
作詞、友人ティルツァーの作曲により、全米のヒット・
ソングになったもの。「Take me out to the ball game」は、
7回表終了後、体を解す際に、歌われる。これを「セ
ブンス・イニング・ストレッチ」と呼ばれている。宇
佐見陽 46)p.52-53参照。
なお、歌詞の原文は以下のとおり (CD “BASEBALL” 
by ELEKTRA ENTERTAMENT)。
　Take me out to the ball game                 
    Take me out with the crowd
    Buy me some peanuts and Cracker Jack 
    I don’t care if I ever get back
    Let me root, root root for the home team,
    If they don’t win it’s a shame:
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    For it’s one, two, three strikes you’re out
    At the old ball game.
34 日本経済新聞朝刊平成 24年 8月 20日の選球眼（島
田健）によれば、マリナーズのセーフコフィールドに
おいて、観客動員の長期低迷を解決するため、ヘルナ
ンデス投手が登板する日に「キングスコート」と称し
て、普段空席の多いシートの割引や Tシャツの配布
などを行い、観客の動員を図っているとのことである。
応援の仕方が、一体感のある日本の応援に似ている。
35 佐山和夫 47)によれば、米国のベースボールと日本
の野球について、貴重な指摘がなされている。米国の
ベースボールは、タウンボールに端を発する草野球か
ら次第にルール化されて、今日の大リーグに至る「下」
から「上」に成長・発展していった。日本は旧一高を
はじめ旧制高等専門学校において、野球が取り込まれ
て、その後旧制中等学校などに普及していった。つま
り「上」から「下」へと普及・拡大した。このほか、
米国の打撃第一とする考え方と、日本の守備を重要視
する考え方とが対比できる。また、野球の取り入れ過
程から、日本では、精神的なものを追求する「野球道」
が重んじられた。米国の楽しむものとする考え方と対
極にある。米国のように多民族国家では、人々の気持
ちをまとめる意味で、ベースボールは重要な役割を果
たしたとされる。
36 1984年当時のコミッショナー故下田武三氏は、「応
援倫理三原則」を通達している。全てのファンが楽し
めるように、次のことを守ろうというものである。
①　他人に応援を強要しない。
②　他人の耳をつんざくカネや太鼓を鳴らさない。
③　他人の目を覆う大きな旗やのぼりを振らない。
現在の応援では、守られていないと思われる。
これについて、豊田泰光 41)p.125-128を参照されたい。
また、マリヨン・ロバートソン 42)p.156によれば、日
本のプロ野球の応援は、野球のプレーを楽しむには、
縁遠いものがある。トランペットや応援団の声援がう
るさく、観戦に不向きであるとのべている。
37 大坪正則 48)p.139-152を参照されたい。球団の経
営について、示唆を与えている。
38 ロバート・ホワイティング 45)p.82参照。
39 球団によって、応援のあり方について、具体的に
ルールを決めるところが出てきた。楽天ゴールデン・
イーグルスの応援規定では、ホーム・ゲームの宮城球
場において、トランペットや笛の使用を禁じている。
ただし、公認の私設応援団のみ、太鼓一個の使用は認
められている。他球場では、この限りではない（楽天
ゴールデン・イーグルスWikipedia　ホームページを
参照されたい。2013.02.9 検索）。
40 大谷晃一 17)p.20-28を参照した。
41 「へちま」の皮は、何の役にも立たないことから、
値打ちのないもの、つまらぬもの、意に介するに足ら
ぬものなどの意に用いた。現在は、「へちま」だけで
同意に用いる。牧村史陽 13)p.625-626.参照。
42 どうしてその球団のファンになったかは、各人区々
である。北杜夫 49)p.242-243の場合、戦後プロ野球の
再開されたときに、阪神のダイナマイト打線が、かつ
ての旧制高等学校のバーバリズムに通じたからと述べ
ている。誠に興味深い感想である。各人の生活経験や
ささやかな契機から、ファンになることが多い。
一方、学生野球になると、当該校の学生であるととも
に、母校の応援という明確な目的がある。応援団に所
属するかどうかは個人の意思に関わるが、自己犠牲の
もとで、母校の名誉のためにひたすら打ち込む姿は、
見ている人の気持ちを熱くすることもある。しかし、
これを馬鹿げていると取る人もいるはずである。最
相葉月 (2003)り、読み応えのある物語になっている。
参考にされたい。
43 現在のプロ野球では、飛ばないボールの影響かも
しれないが、観客が減少している。また、選手の報酬、
トレード、育成など多くの問題を抱えており、球団の
経営は厳しいものがある。こうした経営の実情を、総
合的に指摘している清武英利 51)があり、参照された
い。
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集英社新書
 22) 北原遼三郎『完全試合』1994東京書籍
 23) 門田隆将『甲子園への遺言』2005講談社
 24) 吉川潮『人生劇場　二死満塁』1993廣済堂
 25) 堂場瞬一『いつか白球は海へ』2004集英社
 26) 井上ひさし『ナイン』1990講談社文庫
 27) 重松清『半パン・デイズ』2002講談社文庫
 28) 伊集院静『ぼくのボールが君に届けば』2007-b
講談社文庫
 29) 半村良『僕らの青春　下町高校野球部物語』2010
河出書房新社
 30) 神吉拓郎『みんな野球が好きだった』1994 PHP
研究所
 31) 秋吉光一『されど草野球』2006角川書店
 32) 室積光『記念試合』2007小学館
 33) 金賛汀『甲子園の異邦人』1988講談社文庫
 34) 田澤拓也『「延長十八回」終わらず』1994文芸春
秋
 35) 矢崎良一主筆『怪物たちの世代』2004竹書房
 36) 中村計『佐賀北の夏』2011新潮文庫
 37) 山際淳司『スローカーブを、もう一球』1985角川
文庫
 38) 桂蝶六「落語の眼差し―人間をどう見るか―」
　　大阪青山大学紀要、2008,1,91-102
 39) 国定浩一『阪神ファンの底力』2011新潮文庫
 40) 向井万起男『米国の光と影と、どうでもイイ話』
2012朝日新聞出版
 41) 豊田泰光『プロ野球を殺すのはだれだ』2009ベー
スボール・マガジン社新書
 42) マリヨン・ロバートソン『甦れ、愛しの日本野球』
2007ファーストプレス
 43) 日本経済新聞運動部編『プロ野球よ！』2003日
経ビジネス人文庫
 44) 池井優、アメリカ野球愛好会『熱闘！大リーグ観
戦事典』2001宝島社新書
 45) ロバート・ホワイティング著、松井みどり訳『野
球の未来がここにある』2006ちくまプリマー新
書
 46) 宇佐見陽『野球神よ、大リーグ球場に集え』2007
洋泉社
 47) 佐山和夫『ベースボールと日本野球』1998中公
新書
 48) 大坪正則『パ・リーグがプロ野球を変える』2011
朝日新聞出版
 49) 北杜夫『マンボウ阪神狂時代』2006新潮文庫
 50) 最相葉月『東京大学応援部物語』2007新潮文庫
 51) 清武英利『巨魁』2012ワック（株）
